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(57)【要約】
【課題】本発明は発光制御信号を供給することができる
ようにしたステージに関する。
【解決手段】ステージは、第１ノード及び第２ノードの
電圧に応じて第１の電源または第２電源の電圧を出力端
子に供給するための出力部と、第１入力端子及び第２入
力端子に供給される信号に応じて第３ノード及び第４ノ
ードの電圧を制御するための入力部と、上記第２ノード
の電圧に応じて上記第１ノードの電圧を制御するための
第１信号処理部と、第５ノードに接続され、第３入力端
子に供給される信号に応じて上記第１ノードの電圧を制
御するための第２信号処理部と、上記第３ノードの電圧
及び上記第３入力端子に供給される信号に応じて上記第
４ノードの電圧を制御するための第３信号処理部と、上
記第２信号処理部と上記入力部の間に接続され、上記第
３ノード及び第４ノードの電圧の下降幅を制限するため
の第１の安定化部と、を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１ノード及び第２ノードの電圧に応じて第１電源または第２電源の電圧を出力端子に供
給するための出力部と、
第１入力端子及び第２入力端子に供給される信号に応じて第３ノード及び第４ノードの電
圧を制御するための入力部と、
前記第２ノードの電圧に応じて前記第１ノードの電圧を制御するための第１信号処理部と
、
第５ノードに接続され、第３入力端子に供給される信号に応じて前記第１ノードの電圧を
制御するための第２信号処理部と、
前記第３ノードの電圧及び前記第３入力端子に供給される信号に応じて前記第４ノードの
電圧を制御するための第３信号処理部と、
前記第２信号処理部と前記入力部の間に接続され、前記第３ノード及び第４ノードの電圧
の下降幅を制限するための第１安定化部と、を備えることを特徴とするステージ。
【請求項２】
前記第１電源はゲートオフ電圧に設定され、前記第２電源はゲートオン電圧に設定される
ことを特徴とする請求項１に記載のステージ。
【請求項３】
前記第１入力端子は、前段のステージの出力信号またはスタートパルスの供給を受けるこ
とを特徴とする請求項１に記載のステージ。
【請求項４】
前記第１入力端子に供給される前段のステージの出力信号またはスタートパルスは、前記
第２入力端子に供給されるクロック信号と少なくとも一度重なることを特徴とする請求項
３に記載のステージ。
【請求項５】
前記第２入力端子は第１クロック信号の供給を受け、第３入力端子は第２クロック信号の
供給を受けることを特徴とする請求項１に記載のステージ。
【請求項６】
前記第１クロック信号及び第２クロック信号は同じ周期を有し、前記第２クロック信号は
前記第１クロック信号から半周期分だけシフトされた信号に設定されることを特徴とする
請求項５に記載のステージ。
【請求項７】
前記第１安定化部は、
前記第３ノードと前記第５ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第２電源に接続され
る第１トランジスタと、
前記第２ノードと前記第４ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第２電源に接続され
る第２トランジスタと、を備えることを特徴とする請求項１に記載のステージ。
【請求項８】
前記入力部は、
前記第１入力端子と前記第４ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第２入力端子に接
続される第７トランジスタと、
前記第３ノードと前記第２入力端子の間に接続され、ゲート電極が前記第４ノードに接続
される第８トランジスタと、
前記第３ノードと前記第２電源の間に接続され、ゲート電極が前記第２入力端子に接続さ
れる第９トランジスタと、を備えることを特徴とする請求項１に記載のステージ。
【請求項９】
前記出力部は、
前記第１電源と前記出力端子の間に接続され、ゲート電極が前記第１ノードに接続される
第１０トランジスタと、
前記第２電源と前記出力端子の間に接続され、ゲート電極が前記第２ノードに接続される
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第１１トランジスタと、を備えることを特徴とする請求項１に記載のステージ。
【請求項１０】
前記第１信号処理部は、
前記第１電源と前記第１ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第２ノードに接続され
る第１２トランジスタと、
前記第１電源と前記第１ノードの間に接続される第３キャパシタと、を備えることを特徴
とする請求項１に記載のステージ。
【請求項１１】
前記第２信号処理部は、
前記第２ノードと前記第３入力端子の間に接続される第１キャパシタと、
第１端子が前記第５ノードに接続される第２キャパシタと、
前記第２キャパシタの第２端子と前記第１ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第３
入力端子に接続される第５トランジスタと、
前記第２キャパシタの第２端子と前記第３入力端子の間に接続され、ゲート電極が前記第
５ノードに接続される第６トランジスタと、を備えることを特徴とする請求項１に記載の
ステージ。
【請求項１２】
前記第３信号処理部は、
第１電源と前記第４ノードの間に直列接続される第１３トランジスタ及び第１４トランジ
スタを備え、
前記第１３トランジスタのゲート電極は前記第３ノードに接続され、前記第１４トランジ
スタのゲート電極は前記第３入力端子に接続されることを特徴とする請求項１に記載のス
テージ。
【請求項１３】
前記第１電源、前記第１ノード、及び前記第３入力端子に接続され、前記出力端子に前記
第１電源の電圧が出力される間前記第２ノードの電圧を一定に保持するための第２安定化
部をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のステージ。
【請求項１４】
前記第２安定化部は、
前記第１電源と第６ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第１ノードに接続される第
３トランジスタと、
前記第６ノードと前記第３入力端子の間に接続され、ゲート電極が前記第２ノードに接続
される第４トランジスタと、
前記第２ノードと前記第６ノードの間に接続される第１キャパシタと、を備えることを特
徴とする請求項１３に記載のステージ。
【請求項１５】
前記第２信号処理部は、
第１端子が前記第５ノードに接続される第２キャパシタと、
前記第２キャパシタの第２端子と前記第１ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第３
入力端子に接続される第５トランジスタと、
前記第２キャパシタの第２端子と前記第３入力端子の間に接続され、ゲート電極が前記第
５ノードに接続される第６トランジスタと、を備えることを特徴とする請求項１４に記載
のステージ。
【請求項１６】
走査線、データ線及び発光制御線と接続される画素と、
前記走査線に走査信号を供給するための走査駆動部と、
前記データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、
前記発光制御線に発光制御信号を供給するために複数のステージを含む発光駆動部と、を
備え、
前記ステージのそれぞれは、
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第１ノード及び第２ノードの電圧に応じて第１電源または第２電源の電圧を出力端子に供
給するための出力部と、
第１入力端子及び第２入力端子に供給される信号に応じて第３ノード及び第４ノードの電
圧を制御するための入力部と、
前記第２ノードの電圧に応じて前記第１ノードの電圧を制御するための第１信号処理部と
、
第５ノードに接続され、第３入力端子に供給される信号に応じて前記第１ノードの電圧を
制御するための第２信号処理部と、
前記第３ノード及び前記第３入力端子に供給される信号に応じて前記第４ノードの電圧を
制御するための第３信号処理部と、
前記第２信号処理部と前記入力部の間に接続され、前記第３ノード及び第４ノードの電圧
の下降幅を制限するための第１安定化部と、を備えることを特徴とする有機電界発光表示
装置。
【請求項１７】
前記第１電源はゲートオフ電圧に設定され、前記第２電源はゲートオン電圧に設定され、
前記出力端子に供給される前記第１電源の電圧が発光制御信号として使用されることを特
徴とする請求項１６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
前記第１入力端子は、前段のステージの出力信号またはスタートパルスの供給を受け、
ｊ（ｊは奇数または偶数）番目のステージの前記第２入力端子は第１クロック信号、前記
第３入力端子は第２クロック信号の供給を受け、
ｊ＋１番目のステージの前記第２入力端子は第２クロック信号、前記第３入力端子は第１
クロック信号の供給を受けることを特徴とする請求項１６に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１９】
前記第１安定化部は、
前記第３ノードと前記第５ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第２電源に接続され
る第１トランジスタと、
前記第２ノードと前記第４ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第２電源に接続され
る第２トランジスタと、を備えることを特徴とする請求項１６に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項２０】
前記第１電源、前記第１ノード、及び前記第３入力端子に接続され、前記出力端子に前記
第１電源の電圧が出力される間前記第２ノードの電圧を一定に保持するための第２安定化
部をさらに備え、
前記第２安定化部は、
前記第１電源と第６ノードの間に接続され、ゲート電極が前記第１ノードに接続される第
３トランジスタと、
前記第６ノードと前記第３入力端子の間に接続され、ゲート電極が前記第２ノードに接続
される第４トランジスタと、
前記第２ノードと前記第６ノードの間に接続される第１キャパシタと、を備えることを特
徴とする請求項１６に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ステージ及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関する。特に、発光制御信
号を供給することができるステージ及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
情報化技術が発達するにつれて、ユーザーと情報の間の接続媒体である表示装置の重要性
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が浮き彫りになっている。これに応じて、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ
　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇ
ｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などの表示装置（Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）の使用が増えている。
【０００３】
平板表示装置のうち有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合により光を発生させる
有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を
用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、速い応答速度を有するとと
もに低い消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
有機電界発光表示装置は、データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、走査
線に走査信号を供給するための走査駆動部と、発光制御線に発光制御信号を供給するため
の発光駆動部と、データ線、走査線及び発光制御線に接続するように配置される画素と、
を備える。
【０００５】
画素は、走査線に走査信号が供給されるときに選択され、データ線からデータ信号の供給
を受ける。データ信号の供給を受けた画素は、データ信号に応じて所定の輝度の光を生成
しながら映像を実現する。ここで、画素の発光時間は発光駆動部から供給される発光制御
信号によって制御される。
【０００６】
このため、発光駆動部は発光制御線のそれぞれと接続されるステージを備える。ステージ
は複数のクロック信号に応じて発光制御信号を生成し、生成された発光制御信号を発光制
御線に供給する。
【０００７】
上述のように、ステージは発光時間を制御する発光制御信号を生成する。ここで、発光制
御信号が不安定な場合、望まない地点の画素が発光する恐れがある。したがって、安定的
に発光制御信号を生成することができるステージが求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－２０１４－００２５１４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
したがって、本発明は、安定的に発光制御信号を生成することができるステージ及びこれ
を用いた有機電界発光表示装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
本発明の一実施形態によるステージは、第１ノード及び第２ノードの電圧に応じて第１電
源または第２電源の電圧を出力端子に供給するための出力部と、第１入力端子及び第２入
力端子に供給される信号に応じて第３ノード及び第４ノードの電圧を制御するための入力
部と、上記第２ノードの電圧に応じて上記第１ノードの電圧を制御するための第１信号処
理部と、第５ノードに接続され、第３入力端子に供給される信号に応じて上記第１ノード
の電圧を制御するための第２信号処理部と、上記第３ノードの電圧及び上記第３入力端子
に供給される信号に応じて上記第４ノードの電圧を制御するための第３信号処理部と、上
記第２信号処理部と上記入力部の間に接続され、上記第３ノード及び第４ノードの電圧の
下降幅を制限するための第１安定化部と、を備える。
【００１１】
また、上記第１電源はゲートオフ電圧に設定され、上記第２電源はゲートオン電圧に設定
されてもよい。
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【００１２】
また、上記第１入力端子は、前段のステージの出力信号またはスタートパルスの供給を受
けてもよい。
【００１３】
また、上記第１入力端子に供給される前段のステージの出力信号またはスタートパルスは
、上記第２入力端子に供給されるクロック信号と少なくとも一度重なってもよい。
【００１４】
また、上記第２入力端子は第１クロック信号の供給を受け、第３入力端子は第２クロック
信号の供給を受けてもよい。
【００１５】
また、上記第１クロック信号及び第２クロック信号は同じ周期を有し、上記第２クロック
信号は上記第１クロック信号から半周期分だけシフトされた信号に設定されてもよい。
【００１６】
また、上記第１安定化部は、上記第３ノードと上記第５ノードの間に接続され、ゲート電
極が上記第２電源に接続される第１トランジスタと、上記第２ノードと上記第４ノードの
間に接続され、ゲート電極が上記第２電源に接続される第２トランジスタと、を備えても
よい。
【００１７】
また、上記入力部は、上記第１入力端子と上記第４ノードの間に接続され、ゲート電極が
上記第２入力端子に接続される第７トランジスタと、上記第３ノードと上記第２入力端子
の間に接続され、ゲート電極が上記第４ノードに接続される第８トランジスタと、上記第
３ノードと上記第２電源の間に接続され、ゲート電極が上記第２入力端子に接続される第
９トランジスタと、を備えてもよい。
【００１８】
また、上記出力部は、上記第１電源と上記出力端子の間に接続され、ゲート電極が上記第
１ノードに接続される第１０トランジスタと、上記第２電源と上記出力端子の間に接続さ
れ、ゲート電極が上記第２ノードに接続される第１１トランジスタと、を備えてもよい。
【００１９】
また、上記第１信号処理部は、上記第１電源と上記第１ノードの間に接続され、ゲート電
極が上記第２ノードに接続される第１２トランジスタと、上記第１電源と上記第１ノード
の間に接続される第３キャパシタと、を備えてもよい。
【００２０】
また、上記第２信号処理部は、上記第２ノードと上記第３入力端子の間に接続される第１
キャパシタと、第１端子が上記第５ノードに接続される第２キャパシタと、上記第２キャ
パシタの第２端子と上記第１ノードの間に接続され、ゲート電極が上記第３入力端子に接
続される第５トランジスタと、上記第２キャパシタの第２端子と上記第３入力端子の間に
接続され、ゲート電極が上記第５ノードに接続される第６トランジスタと、を備えてもよ
い。
【００２１】
また、上記第３信号処理部は、第１電源と上記第４ノードの間に直列接続される第１３ト
ランジスタ及び第１４トランジスタを備え、上記第１３トランジスタのゲート電極は上記
第３ノードに接続され、上記第１４トランジスタのゲート電極は上記第３入力端子に接続
されてもよい。
【００２２】
また、上記第１電源、上記第１ノード、及び上記第３入力端子に接続され、上記出力端子
に上記第１電源の電圧が出力される間上記第２ノードの電圧を一定に保持するための第２
安定化部をさらに備えてもよい。
【００２３】
また、上記第２安定化部は、上記第１電源と第６ノードの間に接続され、ゲート電極が上
記第１ノードに接続される第３トランジスタと、上記第６ノードと上記第３入力端子の間
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に接続され、ゲート電極が上記第２ノードに接続される第４トランジスタと、上記第２ノ
ードと上記第６ノードの間に接続される第１キャパシタと、を備えてもよい。
【００２４】
また、上記第２信号処理部は、第１端子が上記第５ノードに接続される第２キャパシタと
、上記第２キャパシタの第２端子と上記第１ノードの間に接続され、ゲート電極が上記第
３入力端子に接続される第５トランジスタと、上記第２キャパシタの第２端子と上記第３
入力端子の間に接続され、ゲート電極が上記第５ノードに接続される第６トランジスタと
、を備えてもよい。
【００２５】
本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線、データ線及び発光制御線と
接続される画素と、上記走査線に走査信号を供給するための走査駆動部と、上記データ線
にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、上記発光制御線に発光制御信号を供給す
るために複数のステージを含む発光駆動部と、を備え、上記ステージのそれぞれは、第１
ノード及び第２ノードの電圧に応じて第１電源または第２電源の電圧を出力端子に供給す
るための出力部と、第１入力端子及び第２入力端子に供給される信号に応じて第３ノード
及び第４ノードの電圧を制御するための入力部と、上記第２ノードの電圧に応じて上記第
１ノードの電圧を制御するための第１信号処理部と、第５ノードに接続され、第３入力端
子に供給される信号に応じて上記第１ノードの電圧を制御するための第２信号処理部と、
上記第３ノード及び上記第３入力端子に供給される信号に応じて上記第４ノードの電圧を
制御するための第３信号処理部と、上記第２信号処理部と上記入力部の間に接続され、上
記第３ノード及び第４ノードの電圧の下降幅を制限するための第１安定化部と、を備える
。
【００２６】
また、上記第１電源はゲートオフ電圧に設定され、上記第２電源はゲートオン電圧に設定
され、上記出力端子に供給される上記第１電源の電圧が発光制御信号として使用されても
よい。
【００２７】
また、上記第１入力端子は、前段のステージの出力信号またはスタートパルスの供給を受
け、ｊ（ｊは奇数または偶数）番目のステージの上記第２入力端子は第１クロック信号、
上記第３入力端子は第２クロック信号の供給を受け、ｊ＋１番目のステージの上記第２入
力端子は第２クロック信号、上記第３入力端子は第１クロック信号の供給を受けてもよい
。
【００２８】
また、上記第１安定化部は、上記第３ノードと上記第５のノードの間に接続され、ゲート
電極が上記第２電源に接続される第１トランジスタと、上記第２ノードと上記第４ノード
の間に接続され、ゲート電極が上記第２電源に接続される第２トランジスタと、を備えて
もよい。
【００２９】
また、上記第１電源、上記第１ノード、及び上記第３入力端子に接続され、上記出力端子
に上記第１電源の電圧が出力される間上記第２ノードの電圧を一定に保持するための第２
安定化部をさらに備え、上記第２安定化部は、上記第１電源と第６ノードの間に接続され
、ゲート電極が上記第１ノードに接続される第３トランジスタと、上記第６ノードと上記
第３入力端子の間に接続され、ゲート電極が上記第２ノードに接続される第４トランジス
タと、上記第２ノードと上記第６ノードの間に接続される第１キャパシタと、を備えても
よい。
【発明の効果】
【００３０】
本発明の一実施形態に係るステージ及びこれを用いた有機電界発光表示装置によれば、キ
ャパシタを利用してトランジスタのゲート電極の電圧を周期的に下降することにより、ト
ランジスタの駆動特性を向上することができる。
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【００３１】
また、本発明の一実施形態では、上記キャパシタにより下げられた電圧によって、特定ト
ランジスタのソース電極及びドレイン電極の電圧差が大きくなることを防止することがで
き、これにより、特定トランジスタの特性が変化することを防止することができる。また
、本発明の一実施形態では、発光制御信号が供給される間、特定ノードの電圧を一定に保
持することによって駆動の信頼性を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示した画素の一実施形態を示す図である。
【図３】図１に示した発光駆動部の一実施形態を示す図である。
【図４】図３に示したステージの一実施形態を示す図である。
【図５】図４に示したステージの駆動方法の一実施形態を示す波形図である。
【図６】図３に示したステージの他の実施形態を示す図である。
【図７】図３に示したステージのさらに他の実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
以下では、添付の図面を参照して本発明の実施形態及びその他に当業者が本発明の内容を
容易に理解するために必要な事項について詳細に記載する。ただし、本発明は、請求の範
囲に記載された範囲内で様々な異なる形態で実現されることができるため、以下に説明す
る実施形態は、表現有無に関わらず、例示的なものに過ぎない。
【００３４】
即ち、本発明は、以下に開示される実施形態に限定されるものではなく、異なる多様な形
態で実現されてもよい。以下の説明において、ある部分が他の部分と接続されているとい
うときは、直接接続されている場合だけでなく、その中間に他の素子を挟んで電気的に接
続されている場合も含む。また、図面における同じ構成要素に対しては、たとえ他の図面
上に示されているとしても、できる限り同じ参照番号及び符号で示していることに留意す
べきである。
【００３５】
図１は、本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【００３６】
図１を参照すると、本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置は、走査駆動部１０
、データ駆動部２０、発光駆動部３０、画素部４０、及びタイミング制御部６０を備える
。
【００３７】
タイミング制御部６０は、外部から供給される同期信号に応じて、データ駆動制御信号Ｄ
ＣＳ、走査駆動制御信号ＳＣＳ及び発光駆動制御信号ＥＣＳを生成する。タイミング制御
部６０で生成されたデータ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２０に供給され、走査駆動
制御信号ＳＣＳは走査駆動部１０に供給され、発光駆動制御信号ＥＣＳは発光駆動部３０
に供給される。
【００３８】
走査駆動制御信号ＳＣＳにはスタートパルス及びクロック信号が含まれる。スタートパル
スは走査信号の最初のタイミングを制御する。クロック信号はスタートパルスをシフトさ
せるために用いられる。
【００３９】
発光駆動制御信号ＥＣＳにはスタートパルス及びクロック信号が含まれる。スタートパル
スは発光制御信号の最初のタイミングを制御する。クロック信号はスタートパルスをシフ
トさせるために用いられる。
【００４０】
データ駆動制御信号ＤＣＳにはソーススタートパルス及びクロック信号が含まれる。ソー
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ススタートパルスはデータのサンプリングの開始時点を制御する。クロック信号はサンプ
リング動作を制御するために用いられる。
【００４１】
走査駆動部１０は、タイミング制御部６０から走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受ける。
走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受けた走査駆動部１０は、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号
を供給する。例えば、走査駆動部１０は、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順に供給するこ
とができる。走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が順に供給されると、画素５０が水平ライン単
位で選択される。
【００４２】
発光駆動部３０は、タイミング制御部６０から発光駆動制御信号ＥＣＳの供給を受ける。
発光駆動制御信号ＥＣＳの供給を受けた発光駆動部３０は、発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光
制御信号を供給する。例えば、発光駆動部３０は発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号を
順に供給することができる。このような発光制御信号は画素５０の発光時間を制御するた
めに用いられる。例えば、発光制御信号の供給を受ける特定の画素５０は、発光制御信号
が供給される期間は非発光状態に設定され、それ以外の期間は発光状態に設定されてもよ
い。
【００４３】
また、発光制御信号は、画素５０に含まれたトランジスタがターンオフできるゲートオフ
電圧（例えば、ハイ電圧）に設定され、走査信号は、画素５０に含まれたトランジスタが
ターンオンできるゲートオン電圧（例えば、ロー電圧）に設定されてもよい。
【００４４】
データ駆動部２０はタイミング制御部６０からデータ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受ける
。データ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受けたデータ駆動部２０は、データ線Ｄ１～Ｄｍに
データ信号を供給する。データ線Ｄ１～Ｄｍに供給されたデータ信号は、走査信号により
選択された画素５０に供給される。このため、データ駆動部２０は、走査信号と同期する
ようにデータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供給することができる。
【００４５】
画素部４０は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、データ線Ｄ１～Ｄｍ、及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎと接
続される画素５０を備える。画素部４０は、外部から第１駆動電源ＥＬＶＤＤ及び第２駆
動電源ＥＬＶＳＳの供給を受ける。
【００４６】
図には示さなかったが、画素５０のそれぞれは、駆動トランジスタ及び有機発光ダイオー
ドを備える。駆動トランジスタは、データ信号に応じて、第１駆動電源ＥＬＶＤＤから有
機発光ダイオードを経由して第２駆動電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００４７】
一方、図１には、ｎ個の走査線Ｓ１～Ｓｎ及びｎ個の発光制御線Ｅ１～Ｅｎが示されてい
るが、本願の発明はこれに限定されない。例えば、画素５０の回路構造に応じて、画素部
４０には１つ以上のダミー走査線及びダミー発光制御線がさらに形成されてもよい。
【００４８】
図２は図１に示した画素の一実施形態を示す図である。図２では、説明の便宜上、第ｎ走
査線Ｓｎ及び第ｍデータ線Ｄｍと接続された画素を図示する。
【００４９】
図２を参照すると、本発明の一実施形態による画素５０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤ
、第１トランジスタ（駆動トランジスタ）Ｔ１、第２トランジスタＴ２、第３トランジス
タＴ３、及びストレージキャパシタＣｓｔを備える。
【００５０】
有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は第３トランジスタＴ３の第２電極に接続さ
れ、有機発光ダイオードＯＬＥＤのカソード電極は第２駆動電源ＥＬＶＳＳに接続される
。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１トランジスタＴ１から供給される電流
量に応じて所定輝度の光を生成する。



(10) JP 2017-223953 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

【００５１】
第１トランジスタＴ１の第１電極は第１駆動電源ＥＬＶＤＤに接続され、第１トランジス
タＴ１の第２電極は第３トランジスタＴ３の第１電極に接続される。また、第１トランジ
スタＴ１のゲート電極は第１０ノードＮ１０に接続される。この第１トランジスタＴ１は
、第１０ノードＮ１０の電圧に応じて、第１駆動電源ＥＬＶＤＤから第３トランジスタＴ
３及び有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２駆動電源ＥＬＶＳＳに供給される電流
量を制御する。
【００５２】
第２トランジスタＴ２の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２トランジスタＴ２の第
２電極は第１０ノードＮ１０に接続される。また、第２トランジスタＴ２のゲート電極は
走査線Ｓｎに接続される。この第２トランジスタＴ２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給さ
れるときターンオンし、データ線Ｄｍからのデータ信号を第１０ノードＮ１０に供給する
。
【００５３】
第３トランジスタＴ３の第１電極は第１トランジスタＴ１の第２電極に接続され、第３ト
ランジスタＴ３の第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。
また、第３トランジスタＴ３のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。この第３トラ
ンジスタＴ３は、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されるときにターンオフし、発光
制御信号が供給されないときにはターンオンする。
【００５４】
第３トランジスタＴ３がターンオフすると、第１トランジスタＴ１と有機発光ダイオード
ＯＬＥＤが電気的に遮断されるため、画素５０が非発光状態に設定される。第３トランジ
スタＴ３がターンオンすると、第１トランジスタＴ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤが電
気的に接続されるため、画素５０は発光可能な状態に設定される。
【００５５】
ストレージキャパシタＣｓｔは第１駆動電源ＥＬＶＤＤと第１０ノードＮ１０の間に接続
される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは第１０ノードＮ１０の電圧を充電する
。
【００５６】
一方、本発明の一実施形態における画素５０は図２に限定されない。例えば、本発明にお
ける画素５０は、発光制御信号によって発光期間が制御できる様々な形態の回路で実現さ
れてもよい。
【００５７】
図３は図１に示した発光駆動部の一実施形態を示す図である。図３では、説明の便宜上、
４個のステージを図示する。
【００５８】
図３を参照すると、本発明の一実施形態による発光駆動部３０は複数のステージＳＴ１～
ＳＴ４を備える。ステージＳＴ１～ＳＴ４は発光制御線Ｅ１～Ｅ４のいずれか１つと接続
され、クロック信号ＣＬＫ１、ＣＬＫ２に応じて駆動される。ここで、ステージＳＴ１～
ＳＴ４は同じ回路で実現されてもよい。
【００５９】
ステージＳＴ１～ＳＴ４のそれぞれは、第１入力端子１０１、第２入力端子１０２、第３
入力端子１０３、及び出力端子１０４を備える。
【００６０】
第１入力端子１０１は、前段のステージの出力信号（即ち、発光制御信号）またはスター
トパルスＳＳＰの供給を受ける。例えば、最初のステージＳＴ１の第１入力端子１０１は
スタートパルスＳＳＰの供給を受け、残りのステージＳＴ２～ＳＴ４の第１入力端子１０
１は前段のステージの出力信号の供給を受けることができる。
【００６１】
ｊ（ｊは奇数または偶数）番目のステージＳＴｊの第２入力端子１０２は第１クロック信
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号ＣＬＫ１の供給を受け、第３入力端子１０３は第２クロック信号ＣＬＫ２の供給を受け
る。そして、ｊ＋１番目のステージ（ＳＴｊ＋１）の第２入力端子１０２は第２クロック
信号ＣＬＫ２の供給を受け、第３入力端子１０３は第１クロック信号ＣＬＫ１の供給を受
ける。
【００６２】
第１クロック信号ＣＬＫ１及び第２クロック信号ＣＬＫ２は同じ周期を有し、位相が重な
らない。例えば、第２クロック信号ＣＬＫ２は第１クロック信号ＣＬＫ１から半周期分だ
けシフトした信号に設定されてもよい。
【００６３】
さらに、ステージＳＴ１～ＳＴ４は第１電源ＶＤＤ及び第２電源ＶＳＳの供給を受ける。
第１電源ＶＤＤはゲートオフ電圧に設定され、第２電源ＶＳＳはゲートオン電圧に設定さ
れてもよい。この場合、出力端子１０４に供給された第１電源ＶＤＤが発光制御信号に用
いられる。
【００６４】
図４は図３に示したステージの一実施形態を示す図である。図４では、説明の便宜上、第
１ステージＳＴ１及び第２ステージＳＴ２を図示する。
【００６５】
図４を参照すると、本発明の一実施形態による第１ステージＳＴ１は、入力部２１０、出
力部２２０、第１信号処理部２３０、第２信号処理部２４０、第３信号処理部２５０、及
び第１安定化部２６０を備える。
【００６６】
出力部２２０は、第１ノードＮ１及び第２ノードＮ２の電圧に応じて、第１電源ＶＤＤま
たは第２電源ＶＳＳの電圧を出力端子１０４に供給する。このため、出力部２２０は第１
０トランジスタＭ１０及び第１１トランジスタＭ１１を備える。
【００６７】
第１０トランジスタＭ１０は第１電源ＶＤＤと出力端子１０４の間に接続される。また、
第１０トランジスタＭ１０のゲート電極は第１ノードＮ１に接続される。この第１０トラ
ンジスタＭ１０は、第１ノードＮ１の電圧に応じてターンオンまたはターンオフする。こ
こで、第１０トランジスタＭ１０がターンオンするとき出力端子１０４に供給される第１
電源ＶＤＤの電圧は、第１発光制御線Ｅ１の発光制御信号に用いられる。
【００６８】
第１１トランジスタＭ１１は出力端子１０４と第２電源ＶＳＳの間に接続される。また、
第１１トランジスタＭ１１のゲート電極は第２ノードＮ２に接続される。この第１１トラ
ンジスタＭ１１は第２ノードＮ２の電圧に応じてターンオンまたはターンオフする。
【００６９】
入力部２１０は、第１入力端子１０１及び第２入力端子１０２に供給される信号に応じて
、第３ノードＮ３及び第４ノードＮ４の電圧を制御する。このため、入力部２１０は第７
トランジスタＭ７～第９トランジスタＭ９を備える。
【００７０】
第７トランジスタＭ７は第１入力端子１０１と第４ノードＮ４の間に接続される。また、
第７トランジスタＭ７のゲート電極は第２入力端子１０２に接続される。この第７トラン
ジスタＭ７は、第２入力端子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給されるときターン
オンし、第１入力端子１０１と第４ノードＮ４を電気的に接続する。
【００７１】
第８トランジスタＭ８は第３ノードＮ３と第２入力端子１０２の間に接続される。また、
第８トランジスタＭ８のゲート電極は第４ノードＮ４に接続される。この第８トランジス
タＭ８は第４ノードＮ４の電圧に応じてターンオンまたはターンオフする。
【００７２】
第９トランジスタＭ９は第３ノードＮ３と第２電源ＶＳＳの間に接続される。また、第９
トランジスタＭ９のゲート電極は第２入力端子１０２に接続される。この第９トランジス
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タＭ９は、第２入力端子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給されるときターンオン
し、第３ノードＮ３に第２電源ＶＳＳの電圧を供給する。
【００７３】
第１信号処理部２３０は、第２ノードＮ２の電圧に応じて第１ノードＮ１の電圧を制御す
る。このため、第１信号処理部２３０は第１２トランジスタＭ１２及び第３キャパシタＣ
３を備える。
【００７４】
第１２トランジスタＭ１２は第１電源ＶＤＤと第１ノードＮ１の間に接続される。また、
第１２トランジスタＭ１２のゲート電極は第２ノードＮ２に接続される。この第１２トラ
ンジスタＭ１２は、第２ノードＮ２の電圧に応じてターンオンまたはターンオフする。
【００７５】
第３キャパシタＣ３は第１電源ＶＤＤと第１ノードＮ１の間に接続される。この第３キャ
パシタＣ３は第１ノードＮ１に印加される電圧を充電する。また、第３キャパシタＣ３は
第１ノードＮ１の電圧を安定的に保持する。
【００７６】
第２信号処理部２４０は第５ノードＮ５に接続され、第３入力端子１０３に供給される信
号に応じて第１ノードＮ１の電圧を制御する。このため、第２信号処理部２４０は、第５
トランジスタＭ５、第６トランジスタＭ６、第１キャパシタＣ１、及び第２キャパシタＣ
２を備える。
【００７７】
第１キャパシタＣ１は第２ノードＮ２と第３入力端子１０３の間に接続される。この第１
キャパシタＣ１は第２ノードＮ２に印加される電圧を充電する。また、第１キャパシタＣ
１は、第３入力端子１０３に供給される第２クロック信号ＣＬＫ２に応じて第２ノードＮ
２の電圧を制御する。
【００７８】
第２キャパシタＣ２の第１端子は第５ノードＮ５に接続され、第２端子は第５トランジス
タＭ５に接続される。
【００７９】
第５トランジスタＭ５は第２キャパシタＣ２の第２端子と第１ノードＮ１の間に接続され
る。また、第５トランジスタＭ５のゲート電極は第３入力端子１０３に接続される。この
第５トランジスタＭ５は、第３入力端子１０３に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給される
ときターンオンし、第２キャパシタＣ２の第２端子と第１ノードＮ１を電気的に接続する
。
【００８０】
第６トランジスタＭ６は第２キャパシタＣ２の第２端子と第３入力端子１０３の間に接続
される。また、第６トランジスタＭ６のゲート電極は第５ノードＮ５に接続される。この
第６トランジスタＭ６は、第５ノードＮ５の電圧に応じてターンオンまたはターンオフす
る。
【００８１】
第３信号処理部２５０は、第３ノードＮ３の電圧及び第３入力端子１０３に供給される信
号に応じて第４ノードＮ４の電圧を制御する。このため、第３信号処理部２５０は、第１
３トランジスタＭ１３及び第１４トランジスタＭ１４を備える。
【００８２】
第１３トランジスタＭ１３及び第１４トランジスタＭ１４は、第１電源ＶＤＤと第４ノー
ドＮ４の間に直列接続される。また、第１３トランジスタＭ１３のゲート電極は第３ノー
ドＮ３に接続される。この第１３トランジスタＭ１３は、第３ノードＮ３の電圧に応じて
ターンオンまたはターンオフする。
【００８３】
また、第１４トランジスタＭ１４のゲート電極は第３入力端子１０３に接続される。この
第１４トランジスタＭ１４は、第３入力端子１０３に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給さ
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れるときターンオンする。
【００８４】
第１安定化部２６０は第２信号処理部２４０と入力部２１０の間に接続される。この第１
安定化部２６０は第３ノードＮ３及び第４ノードＮ４の電圧の下降幅を制限する。このた
め、第１安定化部２６０は、第１トランジスタＭ１及び第２トランジスタＭ２を備える。
【００８５】
第１トランジスタＭ１は第３ノードＮ３と第５ノードＮ５の間に接続される。また、第１
トランジスタＭ１のゲート電極は第２電源ＶＳＳに接続される。この第１トランジスタＭ
１はターンオン状態に設定される。
【００８６】
第２トランジスタＭ２は第２ノードＮ２と第４ノードＮ４の間に接続される。また、第２
トランジスタＭ２のゲート電極は第２電源ＶＳＳに接続される。この第２トランジスタＭ
２はターンオン状態に設定される。
【００８７】
一方、第２ステージＳＴ２は、第１入力端子１０１～第３入力端子１０３に供給される信
号を除いた構成が第１ステージＳＴ１と同様である。したがって、第２ステージＳＴ２に
関する詳細な説明は省略する。
【００８８】
図５は図４に示したステージの駆動方法の一実施形態を示す波形図である。図５では、説
明の便宜上、第１ステージＳＴ１を参照して動作過程を説明する。
【００８９】
図５を参照すると、第１クロック信号ＣＬＫ１及び第２クロック信号ＣＬＫ２は２水平期
間２Ｈの周期を有し、異なる水平期間に供給される。即ち、第２クロック信号ＣＬＫ２は
、第１クロック信号ＣＬＫ１から半周期（即ち、１水平期間１Ｈ）分だけシフトされた信
号に設定される。
【００９０】
スタートパルスＳＳＰが供給されるとき、第１入力端子１０１は第１電源ＶＤＤの電圧に
設定され、スタートパルスＳＳＰが供給されないとき、第１入力端子１０１は第２電源Ｖ
ＳＳの電圧に設定されてもよい。
【００９１】
クロック信号ＣＬＫ１、ＣＬＫ２が供給されるとき、第２入力端子１０２及び第３入力端
子１０３は第２電源ＶＳＳの電圧に設定され、クロック信号ＣＬＫ１、ＣＬＫ２が供給さ
れないとき、第２入力端子１０２及び第３入力端子１０３は第１電源ＶＤＤの電圧に設定
されてもよい。
【００９２】
また、第１入力端子１０１に供給されるスタートパルスＳＳＰは、第２入力端子１０２に
供給される第１クロック信号ＣＬＫ１と少なくとも一度重なるように設定される。このた
め、スタートパルスＳＳＰは第１クロック信号ＣＬＫ１より広い幅、例えば、４水平期間
４Ｈの間供給されることができる。この場合、第２ステージＳＴ２の第１入力端子１０１
に供給される最初の発光制御信号も、第２ステージＳＴ２の第２入力端子１０２に供給さ
れる第２クロック信号ＣＬＫ２と少なくとも一度重なる。
【００９３】
動作過程を説明すると、まず、第１時点ｔ１に第２入力端子１０２に第１クロック信号Ｃ
ＬＫ１が供給される。第２入力端子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給されると、
第７トランジスタＭ７及び第９トランジスタＭ９がターンオンする。
【００９４】
第７トランジスタＭ７がターンオンすると、第１入力端子１０１と第４ノードＮ４が電気
的に接続される。ここで、第２トランジスタＭ２がターンオン状態を保持するために、第
１入力端子１０１は第４ノードＮ４を経由して第２ノードＮ２とも電気的に接続される。
このとき、第１時点ｔ１の間、第１入力端子１０１にはスタートパルスＳＳＰが供給され
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ず、これにより、第４ノードＮ４及び第２ノードＮ２にロー電圧（例えば、ＶＳＳ）が供
給される。
【００９５】
第２ノードＮ２及び第４ノードＮ４にロー電圧が供給されると、第８トランジスタＭ８、
第１１トランジスタＭ１１、及び第１２トランジスタＭ１２がターンオンする。
【００９６】
第１２トランジスタＭ１２がターンオンすると、第１ノードＮ１に第１電源ＶＤＤの電圧
が供給され、これにより、第１０トランジスタＭ１０がターンオフする。このとき、第３
キャパシタＣ３には、第１０トランジスタＭ１０のターンオフに対応する電圧が充電され
る。
【００９７】
第１１トランジスタＭ１１がターンオンすると、第２電源ＶＳＳの電圧が出力端子１０４
に供給される。したがって、第１時点ｔ１の間、第１発光制御線Ｅ１に発光制御信号が供
給されない。
【００９８】
第８トランジスタＭ８がターンオンすると、第３ノードＮ３に第１クロック信号ＣＬＫ１
が供給される。ここで、第１トランジスタＭ１がターンオン状態を保持するため、第１ク
ロック信号ＣＬＫ１は第３ノードＮ３を経由して第５ノードＮ５にも供給される。
【００９９】
一方、第９トランジスタＭ９がターンオンすると、第２電源ＶＳＳの電圧が第３ノードＮ
３及び第５ノードＮ５に供給される。ここで、第１クロック信号ＣＬＫ１は第２電源ＶＳ
Ｓの電圧に設定され、これにより、第３ノードＮ３及び第５ノードＮ５は安定的に第２電
源ＶＳＳの電圧に設定される。
【０１００】
第３ノードＮ３及び第５ノードＮ５が第２電源ＶＳＳの電圧に設定されると、第１３トラ
ンジスタＭ１３及び第６トランジスタＭ６がターンオンする。
【０１０１】
第６トランジスタＭ６がターンオンすると、第３入力端子１０３からのハイ電圧（例えば
、ＶＤＤ）が第２キャパシタＣ２の第２端子に供給される。このとき、第５トランジスタ
Ｍ５がターンオフ状態に設定されるため、第１ノードＮ１は、第５ノードＮ５及び第２キ
ャパシタＣ２の第２端子電圧とは関係なく第３電源ＶＤＤの電圧を保持する。
【０１０２】
第１３トランジスタＭ１３がターンオンすると、第１電源ＶＤＤの電圧が第１４トランジ
スタＭ１４に供給される。このとき、第１４トランジスタＭ１４はターンオフ状態に設定
され、これにより、第４ノードＮ４はロー電圧を保持する。
【０１０３】
第２時点ｔ２では、第２入力端子１０２への第１クロック信号ＣＬＫ１の供給が中断され
る。第１クロック信号ＣＬＫ１の供給が中断されると、第７トランジスタＭ７及び第９ト
ランジスタＭ９がターンオフする。このとき、第１キャパシタＣ１及び第３キャパシタＣ
３により第２ノードＮ２及び第１ノードＮ１は前期間の電圧を保持する。
【０１０４】
第２ノードＮ２がロー電圧を保持する場合、第８トランジスタＭ８、第１１トランジスタ
Ｍ１１、及び第１２トランジスタＭ１２がターンオンする。
【０１０５】
第８トランジスタＭ８がターンオンすると、第２入力端子１０２からのハイ電圧が第３ノ
ードＮ３及び第５ノードＮ５に供給される。そうすると、第１３トランジスタＭ１３及び
第６トランジスタＭ６がターンオフ状態に設定される。
【０１０６】
第１２トランジスタＭ１２がターンオンすると、第１ノードＮ１に第１電源ＶＤＤの電圧
が供給され、これにより、第１０トランジスタＭ１０はターンオフ状態を保持する。
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【０１０７】
第１１トランジスタＭ１１がターンオンすると、出力端子１０４は第２電源ＶＳＳの電圧
の供給を受ける。
【０１０８】
第３時点ｔ３では、第３入力端子１０３に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給される。第３
入力端子１０３に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給されると、第１４トランジスタＭ１４
及び第５トランジスタＭ５がターンオンする。
【０１０９】
第５トランジスタＭ５がターンオンすると、第２キャパシタＣ２の第２端子と第１ノード
Ｎ１が電気的に接続される。このとき、第１ノードＮ１は第１電源ＶＤＤの電圧を保持す
る。
【０１１０】
第１４トランジスタＭ１４がターンオンすると、第１３トランジスタＭ１３の第２電極と
第２ノードＮ２が電気的に接続される。このとき、第１３トランジスタＭ１３がターンオ
フ状態に設定されるため、第１電源ＶＤＤの電圧は第４ノードＮ４及び第２ノードＮ２に
供給されない。
【０１１１】
また、第３入力端子１０３に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給されると、第１キャパシタ
Ｃ１のカップリングにより、第２ノードＮ２は第２電源ＶＳＳより低い電圧に下降する。
そうすると、第１１トランジスタＭ１１及び第１２トランジスタＭ１２のゲート電極に印
加される電圧が第２電源ＶＳＳより低い電圧に下降するため、トランジスタの駆動特性が
向上することができる。
【０１１２】
一方、第４ノードＮ４は、第２トランジスタＭ２により、第２ノードＮ２の電圧の下降と
は関係なくほぼ第２電源ＶＳＳの電圧を保持する。即ち、第２トランジスタＭ２のゲート
電極に第２電源ＶＳＳの電圧が印加されるため、第２ノードＮ２の電圧の下降とは関係な
く第４ノードＮ４はほぼ第２電源ＶＳＳの電圧を保持する。この場合、第７トランジスタ
Ｍ７の第１電極及び第２電極の電圧差、即ち、ソース電極とドレイン電極の電圧差が最小
化し、第７トランジスタＭ７の特性が変化することを防止することができる。
【０１１３】
第４時点ｔ４では、第１入力端子１０１にスタートパルスＳＳＰが供給され、第２入力端
子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給される。
【０１１４】
第２入力端子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給されると、第７トランジスタＭ７
及び第９トランジスタＭ９がターンオンする。
【０１１５】
第７トランジスタＭ７がターンオンすると、第１入力端子１０１と第４ノードＮ４及び第
２ノードＮ２が電気的に接続される。そうすると、第２入力端子１０２に供給されたスタ
ートパルスＳＳＰによって、第４ノードＮ４及び第２ノードＮ２がハイ電圧に設定される
。第４ノードＮ４及び第２ノードＮ２がハイ電圧に設定されると、第８トランジスタＭ８
、第１１トランジスタＭ１１、及び第１２トランジスタＭ１２がターンオフする。
【０１１６】
第９トランジスタＭ９がターンオンすると、第３ノードＮ３及び第５ノードＮ５に第２電
源ＶＳＳの電圧が供給される。第３ノードＮ３及び第５ノードＮ５に第２電源ＶＳＳの電
圧が供給されると、第１３トランジスタＭ１３及び第６トランジスタＭ６がターンオンす
る。
【０１１７】
このとき、第１３トランジスタＭ１３がターンオンしても第１４トランジスタＭ１４がタ
ーンオフ状態に設定されるため、第４ノードＮ４の電圧は変わらない。
【０１１８】
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第６トランジスタＭ６がターンオンすると、第２キャパシタＣ２の第２端子と第３入力端
子１０３が電気的に接続される。このとき、第５トランジスタＭ５がターンオフ状態に設
定されるため、第１ノードＮ１はハイ電圧を保持する。
【０１１９】
第５時点ｔ５では、第３入力端子１０３に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給される。第３
入力端子１０３に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給されると、第１４トランジスタＭ１４
及び第５トランジスタＭ５がターンオンする。また、第５時点ｔ５では第３ノードＮ３及
び第５ノードＮ５が第２電源ＶＳＳの電圧に設定されるため、第１３トランジスタＭ１３
及び第６トランジスタＭ６がターンオン状態を保持する。
【０１２０】
第５トランジスタＭ５及び第６トランジスタＭ６がターンオンすると、第２クロック信号
ＣＬＫ２が第１ノードＮ１に供給される。第１ノードＮ１に第２クロック信号ＣＬＫ２が
供給されると、第１０トランジスタＭ１０がターンオンする。第１０トランジスタＭ１０
がターンオンすると、第１電源ＶＤＤの電圧が出力端子１０４に供給される。出力端子１
０４に供給された第１電源ＶＤＤの電圧は、発光制御信号として第１発光制御線Ｅ１に供
給される。
【０１２１】
第１３トランジスタＭ１３及び第１４トランジスタＭ１４がターンオンすると、第４ノー
ドＮ４及び第２ノードＮ２に第２電源ＶＤＤの電圧が供給される。そうすると、第８トラ
ンジスタＭ８及び第１１トランジスタＭ１１は安定的にターンオフ状態を保持する。
【０１２２】
一方、第２キャパシタＣ２の第２端子に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給されると、第２
キャパシタＣ２のカップリングにより、第５ノードＮ５の電圧が第２電源ＶＳＳより低い
電圧に下降する。そうすると、第６トランジスタＭ６のゲート電極に印加される電圧が第
２電源ＶＳＳより低い電圧に下降するため、第６トランジスタＭ６の駆動特性が向上する
ことができる。
【０１２３】
また、第１トランジスタＭ１により、第５ノードＮ５の電圧とは関係なく第３ノードＮ３
の電圧はほぼ第２電源ＶＳＳの電圧を保持する。即ち、第１トランジスタＭ１のゲート電
極には第２電源ＶＳＳの電圧が印加されるため、第５ノードＮ５の電圧の下降とは関係な
く第３ノードＮ３はほぼ第２電源ＶＳＳの電圧を保持する。この場合、第８トランジスタ
Ｍ８のソース電極とドレイン電極の電圧差が最小化し、第８トランジスタＭ８の特性が変
化することを防止することができる。
【０１２４】
第６時点ｔ６では、第２入力端子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給される。第２
入力端子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給されると、第７トランジスタＭ７及び
第９トランジスタＭ９がターンオンする。
【０１２５】
第７トランジスタＭ７がターンオンすると、第４ノードＮ４及び第２ノードＮ２が第１入
力端子１０１と電気的に接続され、これにより、第１入力端子１０１からのロー電圧が第
４ノードＮ４及び第２ノードＮ２に供給される。第４ノードＮ４及び第２ノードＮ２がロ
ー電圧に設定されると、第８トランジスタＭ８、第１１トランジスタＭ１１及び第１２ト
ランジスタＭ１２がターンオンする。
【０１２６】
第８トランジスタＭ８がターンオンすると、第３ノードＮ３及び第５ノードＮ５に第１ク
ロック信号ＣＬＫ１が供給される。
【０１２７】
第１２トランジスタＭ１２がターンオンすると、第１ノードＮ１に第１電源ＶＤＤの電圧
が供給され、これにより、第１０トランジスタＭ１０がターンオフする。第１１トランジ
スタＭ１１がターンオンすると、出力端子１０４に第２電源ＶＳＳの電圧が供給される。
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出力端子１０４に供給された第２電源ＶＳＳの電圧は第１発光制御線Ｅ１に供給され、こ
れにより、第１発光制御線Ｅ１への発光制御信号の供給が中断される。
【０１２８】
一方、第１ステージＳＴ１の出力端子１０４から発光制御信号の供給を受ける第２ステー
ジＳＴ２も、上述した過程を繰り返しながら第２発光制御線Ｅ２に発光制御信号を供給す
る。即ち、本発明の一実施形態による発光ステージＳＴは、上述した過程を繰り返しなが
ら発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号を順に供給することができる。
【０１２９】
図６は図３に示したステージの他の一実施形態を示す図である。図６を説明するにあたっ
て、図４と同じ構成に対しては同じ図面符号を付し、詳細な説明は省略する。
【０１３０】
図６を参照すると、本発明の他の一実施形態による第１ステージＳＴ１’は、入力部２１
０’、出力部２２０、第１信号処理部２３０、第２信号処理部２４０、第３信号処理部２
５０、及び第１安定化部２６０を備える。
【０１３１】
入力部２１０’は、第１入力端子１０１及び第２入力端子１０２に供給される信号に応じ
て、第３ノードＮ３及び第４ノードＮ４の電圧を制御する。このため、入力部２１０は第
７トランジスタＭ７～第９トランジスタＭ９を備える。
【０１３２】
第７トランジスタＭ７は第１入力端子１０１と第４ノードＮ４の間に接続される。また、
第７トランジスタＭ７のゲート電極は第２入力端子１０２に接続される。この第７トラン
ジスタＭ７は、第２入力端子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給されるときターン
オンし、第１入力端子１０１と第４ノードＮ４を電気的に接続する。
【０１３３】
第３ノードＮ３と第２入力端子１０２の間には複数の第８トランジスタＭ８＿１、Ｍ８＿
２が直列接続される。第８トランジスタＭ８＿１、Ｍ８＿２のゲート電極は第４ノードＮ
４に接続される。この第８トランジスタＭ８＿１、Ｍ８＿２は、第４ノードＮ４の電圧に
応じてターンオンまたはターンオフする。
【０１３４】
第９トランジスタＭ９は第３ノードＮ３と第２電源ＶＳＳの間に接続される。また、第９
トランジスタＭ９のゲート電極は第２入力端子１０２に接続される。この第９トランジス
タＭ９は、第２入力端子１０２に第１クロック信号ＣＬＫ１が供給されるときターンオン
して第３ノードＮ３に第２電源ＶＳＳの電圧を供給する。
【０１３５】
このような本発明の他の一実施形態では、リーク電流を最小化するために複数の第８トラ
ンジスタＭ８＿１、Ｍ８＿２を形成することを除いた構成は図４と同じである。したがっ
て、動作過程に対する詳細な説明は省略する。なお、第２ステージＳＴ２’も入力端子１
０１、１０２、１０３に供給される信号を除いた構成が第１ステージＳＴ１’と同一であ
るため、詳細な説明は省略する。
【０１３６】
図７は図３に示したステージのさらに他の一実施形態を示す図である。図７では、説明の
便宜上、第１ステージＳＴ１”及び第２ステージＳＴ２”を図示する。また、図７におい
て、図４と同じ構成に対しては同じ図面符号を付し、詳細な説明は省略する。
【０１３７】
図７を参照すると、本発明のさらに他の一実施形態による第１ステージＳＴ１”は、入力
部２１０、出力部２２０、第１信号処理部２３０、第２信号処理部２４０’、第３信号処
理部２５０、第１安定化部２６０、及び第２安定化部２７０を備える。
【０１３８】
第２安定化部２７０は、第１電源ＶＤＤ、第１ノードＮ１、及び第３入力端子１０３に接
続される。この第２安定化部２７０は、出力端子１０４に発光制御信号が供給される間第
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２ノードＮ２の電圧を一定に保持する。このため、第２安定化部２７０は、第３トランジ
スタＭ３、第４トランジスタＭ４、及び第１キャパシタＣ１’を備える。
【０１３９】
第３トランジスタＭ３は第１電源ＶＤＤと第６ノードＮ６の間に接続され、ゲート電極が
第１ノードＮ１に接続される。この第３トランジスタＭ３は、第１ノードＮ１の電圧に応
じてターンオンまたはターンオフする。
【０１４０】
第４トランジスタＭ４は第６ノードＮ６と第３入力端子１０３の間に接続され、ゲート電
極が第２ノードＮ２に接続される。この第４トランジスタＭ４は第２ノードＮ２の電圧に
応じてターンオンまたはターンオフする。
【０１４１】
第１キャパシタＣ１’は第６ノードＮ６と第２ノードＮ２の間に接続される。
【０１４２】
第２信号処理部２４０’は第５ノードＮ５に接続され、第３入力端子１０３に供給される
信号に応じて第１ノードＮ１の電圧を制御する。このため、第２信号処理部２４０’は第
５トランジスタＭ５、第６トランジスタＭ６、及び第２キャパシタＣ２を備える。
【０１４３】
第２キャパシタＣ２の第１端子は第５ノードＮ５に接続され、第２キャパシタＣ２の第２
端子は第５トランジスタＭ５に接続される。
【０１４４】
第５トランジスタＭ５は第２キャパシタＣ２の第２端子と第１ノードＮ１の間に接続され
る。また、第５トランジスタＭ５のゲート電極は第３入力端子１０３に接続される。この
第５トランジスタＭ５は、第３入力端子１０３に第２クロック信号ＣＬＫ２が供給される
ときターンオンし、第２キャパシタＣ２の第２端子と第１ノードＮ１を電気的に接続する
。
【０１４５】
第６トランジスタＭ６は第２キャパシタＣ２の第２端子と第３入力端子１０３の間に接続
される。また、第６トランジスタＭ６のゲート電極は第５ノードＮ５に接続される。この
第６トランジスタＭ６は、第５ノードＮ５の電圧に応じてターンオンまたはターンオフす
る。
【０１４６】
この第２信号処理部２４０’は、図４と比べて第１キャパシタＣ１がないだけであり、そ
の他の構成は同様である。
【０１４７】
上述した本発明の他の一実施形態によるステージは図５の駆動波形によって駆動される。
したがって、第２安定化部２７０を中心に動作過程を説明する。
【０１４８】
第４トランジスタＭ４は第２ノードＮ２の電圧に応じてターンオンする。即ち、第４トラ
ンジスタＭ４は、第２ノードＮ２がロー電圧に設定される間ターンオン状態を保持する。
この場合、第４トランジスタＭ４は、図５の第４時点ｔ４の以前及び第６時点ｔ６の以後
にターンオン状態に設定される。
【０１４９】
第４トランジスタＭ４がターンオン状態に設定される場合、第２クロック信号ＣＬＫ２が
供給されると、第１キャパシタＣ１’のカップリングによって第２ノードＮ２の電圧が第
２電源ＶＳＳより低い電圧に下降する。（ｔ３時点など）
【０１５０】
一方、第３トランジスタＭ３は第１ノードＮ１の電圧に応じてターンオンする。即ち、第
３トランジスタＭ３は、第１ノードＮ１がロー電圧に設定される間ターンオン状態を保持
する。この場合、第３トランジスタＭ３は、図５の第５時点ｔ５及び第６時点ｔ６の間タ
ーンオン状態を保持する。
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【０１５１】
第３トランジスタＭ３がターンオンすると、第６ノードＮ６に第１電源ＶＤＤの電圧が供
給される。即ち、発光制御線Ｅ１に発光制御信号が供給される間、第６ノードＮ６は第１
電源ＶＤＤの電圧を保持する。この第６ノードＮ６が第１電源ＶＤＤの電圧を保持すると
、第２ノードＮ２が安定的にハイ電圧を保持することができる。
【０１５２】
より詳細に説明すると、図４のステージの場合、第１キャパシタＣ１は第３入力端子１０
３に供給される第２クロック信号ＣＬＫ２の供給を受けるため、第２ノードＮ２の電圧は
第２クロック信号ＣＬＫ２によって電圧が変動する。特に、図５の第５時点ｔ５及び第６
時点ｔ６の間でも第２クロック信号ＣＬＫ２によって第２ノードＮ２の電圧が揺れ、これ
により動作の信頼性が低下する恐れがある。
【０１５３】
一方、図６のステージの場合、図５の第５時点ｔ５及び第６時点ｔ６の間、第１キャパシ
タＣ１’の第１端子は第１電源ＶＤＤの電圧に保持されるため、第２ノードＮ２の電圧を
安定的に保持することができる。
【０１５４】
本発明の技術思想は上記好ましい実施形態を参照して具体的に述べたが、上記した実施形
態はその説明のためのものであり、これに限定するためのものではないことに注意すべき
である。また、本発明の技術分野の通常の知識を有する者であれば、本発明の技術思想の
範囲内で多様な変形例が可能であることが理解できるだろう。
【０１５５】
上述した発明の権利範囲は添付の特許請求の範囲により定められるものであって、明細書
の本文の記載に拘束されず、請求の範囲に記載の発明に属する変形や変更はすべて本発明
の範囲に属する。
【符号の説明】
【０１５６】
１０　走査駆動部
２０　データ駆動部
３０　発光駆動部
４０　画素部
５０　画素
６０　タイミング制御部
２１０　入力部
２２０　出力部
２３０、２４０、２５０　信号処理部
２６０、２７０　安定化部
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摘要(译)

本发明涉及一种能够提供发光控制信号的台。 该级包括输出部分，用于根据第一节点和第二节点的电压向输出端子提供第一电源或
第二电源的电压，第一输入端子和第二输入端子输入部分，用于根据提供给第二节点的信号控制第三节点和第四节点的电压，第一
信号处理单元，连接到第五节点，用于根据提供给第三输入端的信号控制第一节点的电压，第四节点的第二信号处理单元，根据第
三节点的电压和提供给第三输入端的信号，第三信号处理单元，连接在第二信号处理单元和输入单元之间，用于控制第三节点和第
四节点的电压的下降宽度，和一个单元。
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